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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークを介して接続されたクライアント端末に対して、ユーザ作成コンテンツの
作成および閲覧が可能なサービスを提供するユーザ作成コンテンツ管理装置であって、
　前記クライアント端末で前記サービスを利用するユーザによって作成されたユーザ作成
コンテンツを記憶するユーザ作成コンテンツ記憶手段と、
　前記クライアント端末からの要求に応じて前記ユーザ作成コンテンツの前記ユーザ作成
コンテンツ記憶手段に対する書込処理または読出処理を行うとともに、前記ユーザ作成コ
ンテンツ内に貼り付けられ、前記ユーザにより作成されたリンク部分を検出し、このリン
ク部分に対するアクセス要求を自装置に送信させるためのコードを前記リンク部分に挿入
するユーザ作成コンテンツ処理手段と、
　前記ユーザ作成コンテンツ記憶手段に記憶された前記ユーザ作成コンテンツに基づいて
前記リンク部分を含むユーザ作成コンテンツページを作成し、このユーザ作成コンテンツ
ページを前記クライアント端末に送信するページ送信手段と、
　前記コードに基づいて自装置に送信された前記リンク部分への閲覧者による前記アクセ
ス要求を受信するとともに、前記リンク部分が示すリンク先へアクセスさせるための転送
処理を行う転送処理手段と、
　前記リンク部分ごとに、前記アクセス要求を集計する集計処理手段と、
　前記集計処理手段による集計結果を表示させた集計結果ページを前記クライアント端末
に送信する集計結果送信手段と、を具備した
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　ことを特徴とするユーザ作成コンテンツ管理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のユーザ作成コンテンツ管理装置において、
　前記ユーザ作成コンテンツ記憶手段は、
　前記閲覧者による前記リンク部分へのアクセス要求を前記リンク部分ごとにアクセスロ
グとして記憶するアクセスログ記憶手段を備え、
　前記ユーザ作成コンテンツ処理手段は、
　前記アクセス要求を受信するたびに前記アクセスログを前記アクセスログ記憶手段に記
憶させ、
　前記集計処理手段は、
　前記アクセスログ記憶手段に記憶された前記アクセスログに基づいて前記閲覧者による
前記リンク部分への前記アクセス要求を集計する
　ことを特徴とするユーザ作成コンテンツ管理装置。
【請求項３】
　請求項２に記載のユーザ作成コンテンツ管理装置において、
　前記リンク情報は、前記リンク部分が示すリンク先のウェブページのタイトル情報を含
み、
　前記集計処理手段は、前記タイトル情報ごとに前記アクセス要求を集計する
　ことを特徴とするユーザ作成コンテンツ管理装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載のユーザ作成コンテンツ管理装置において、
　前記ユーザの属性情報をユーザごとに記憶するユーザ情報記憶手段をさらに備え、
　前記集計処理手段は、
　前記ユーザ情報記憶手段に記憶された前記閲覧者に対応する前記属性情報に基づいて前
記アクセス要求を集計する
　ことを特徴とするユーザ作成コンテンツ管理装置。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれかに記載のユーザ作成コンテンツ管理装置において、
　前記ユーザと前記閲覧者との間の友人関係に関する情報が記憶された友人関係記憶手段
を備え、
　前記集計処理手段は、
　前記友人関係記憶手段に記憶された前記友人関係に関する情報に基づいて、前記ユーザ
と友人関係を有する前記閲覧者の前記アクセス要求を集計する
　ことを特徴とするユーザ作成コンテンツ管理装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれかに記載のユーザ作成コンテンツ管理装置において、
　前記リンク部分のリンク先のウェブページの内容が分類されるカテゴリとこのカテゴリ
を表すキーワードとを関連付けて記憶するカテゴリ分類記憶手段と、
　前記リンク部分のリンク先のウェブページの内容を特徴づけるキーワードに基づいて、
前記カテゴリ分類記憶手段から前記リンク部分のリンク先の内容のカテゴリを判定するカ
テゴリ判定手段と、を備え、
　前記集計処理手段は、前記カテゴリごとに前記アクセス要求を集計する
　ことを特徴とするユーザ作成コンテンツ管理装置。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれかに記載のユーザ作成コンテンツ管理装置と、
　前記ユーザ作成コンテンツ管理装置が提供するサービスを利用してユーザ作成コンテン
ツの作成および閲覧が可能な複数のクライアント端末と、
　前記ユーザ作成コンテンツ内に貼り付けられたリンク部分のリンク先のウェブサイトを
提供する情報提供サーバと、を具備したことを特徴とするユーザ作成コンテンツ管理シス
テム。
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【請求項８】
　ネットワークを介して接続されたクライアント端末に対してユーザ作成コンテンツの作
成および閲覧が可能なサービスを提供し、前記クライアント端末で前記サービスを利用す
るユーザによって作成されたユーザ作成コンテンツに関する情報と前記ユーザ作成コンテ
ンツ内に貼り付けられ、前記ユーザにより作成されたリンク部分ごとのリンク情報とを記
憶するユーザ作成コンテンツ記憶手段と、閲覧者による前記リンク部分へのアクセス要求
を前記リンク部分ごとにアクセスログとして記憶するアクセスログ記憶手段と、を備えた
ユーザ作成コンテンツ管理装置による閲覧者の嗜好調査方法であって、
　前記ユーザ作成コンテンツに関する情報と前記リンク情報とを前記ユーザ作成コンテン
ツ記憶手段に記憶させるステップと、
　前記ユーザ作成コンテンツ記憶手段から取得したリンク情報に基づいて自装置へのアク
セス要求を送信させるためのコードを前記リンク部分に挿入するステップと、
　前記ユーザ作成コンテンツ記憶手段から取得した前記ユーザ作成コンテンツに関する情
報と前記コードが挿入された前記リンク部分に基づいて作成したユーザ作成コンテンツペ
ージをクライアント端末に送信するステップと、
　前記リンク部分にアクセスした前記閲覧者によるアクセス要求を、前記リンク部分ごと
に、アクセスログとして前記アクセスログ記憶手段に記憶させるステップと、
　前記アクセスログ記憶手段に記憶された前記アクセスログに基づいて前記リンク部分へ
の閲覧者によるアクセス要求を、前記リンク部分ごとに集計するステップと、
　前記集計による結果を集計結果ページとして前記クライアント端末に送信するステップ
と、を実施することを特徴とする閲覧者の嗜好調査方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ネットワークを介して接続されたクライアント端末にユーザ作成コンテンツ
（ＵＧＣ：Ｕｓｅｒ－Ｇｅｎｅｒａｔｅｄ　Ｃｏｎｔｅｎｔ）サービスを提供するユーザ
作成コンテンツ管理装置、ユーザ作成コンテンツ管理システムおよび閲覧者の嗜好調査方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ユーザが日記やプロフィール等のＵＧＣを作成し、インターネットなどのネット
ワーク上に公開するサービスが知られている。
　このようなＵＧＣを提供するサービスとして、例えば、友人・知人間のコミュニケーシ
ョンを促進するコミュニティ型の会員制サービスであるソーシャルネットワーキングサー
ビス（ＳＮＳ：Ｓｏｃｉａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋｉｎｇ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）やブログサービ
スがある。これらのサービスでは、自分の日記やプロフィール等を作成してインターネッ
ト上に公開でき、それらの内容を閲覧した他人とその内容についてコミュニケーションを
とる手段や場が提供される。すなわち、ネットワークサービスは新たな人間関係を構築す
る場を提供するサービスである。
【０００３】
　また、ユーザがＵＧＣを作成する場合、それを他のユーザに閲覧してもらえることがモ
チベーションの向上につながる。そこで、他のユーザに閲覧してもらうには、ユーザが興
味のある内容でＵＧＣを作成することが有効である。
【０００４】
　特許文献１には、既存メンバからの紹介により新規メンバが参加可能なネットワークサ
ービスが記載されている。このネットワークサービスにおいては、既存メンバと新規メン
バには何らかの共通点があるという観点から、新規メンバに対して紹介者の趣味や属性に
一致した広告を配信している。
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－１７８７７６号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１では、新規メンバの趣味や興味に応じた広告を配信する方法
として、新規メンバやその紹介者の趣味や属性等（嗜好）を参照しなければならず、処理
が煩雑であるという問題があった。
【０００７】
　本発明の目的は、ユーザ作成コンテンツを閲覧する閲覧者の嗜好を簡単に調査すること
ができるユーザ作成コンテンツ管理装置、ユーザ作成コンテンツ管理システムおよび閲覧
者の嗜好調査方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明のユーザ作成コンテンツ管理装置は、ネットワークを介して接続されたクライア
ント端末に対して、ユーザ作成コンテンツの作成および閲覧が可能なサービスを提供する
ユーザ作成コンテンツ管理装置であって、前記クライアント端末で前記サービスを利用す
るユーザによって作成されたユーザ作成コンテンツを記憶するユーザ作成コンテンツ記憶
手段と、前記クライアント端末からの要求に応じて前記ユーザ作成コンテンツの前記ユー
ザ作成コンテンツ記憶手段に対する書込処理または読出処理を行うとともに、前記ユーザ
作成コンテンツ内に貼り付けられ、前記ユーザにより作成されたリンク部分を検出し、こ
のリンク部分に対するアクセス要求を自装置に送信させるためのコードを前記リンク部分
に挿入するユーザ作成コンテンツ処理手段と、前記ユーザ作成コンテンツ記憶手段に記憶
された前記ユーザ作成コンテンツに基づいて前記リンク部分を含むユーザ作成コンテンツ
ページを作成し、このユーザ作成コンテンツページを前記クライアント端末に送信するペ
ージ送信手段と、前記コードに基づいて自装置に送信された前記リンク部分への閲覧者に
よる前記アクセス要求を受信するとともに、前記リンク部分が示すリンク先へアクセスさ
せるための転送処理を行う転送処理手段と、前記リンク部分ごとに、前記アクセス要求を
集計する集計処理手段と、前記集計処理手段による集計結果を表示させた集計結果ページ
を前記クライアント端末に送信する集計結果送信手段と、を具備したことを特徴とする。
【０００９】
　ここで、ユーザ作成コンテンツ（ＵＧＣ：Ｕｓｅｒ－Ｇｅｎｅｒａｔｅｄ　Ｃｏｎｔｅ
ｎｔ）とは、一般のユーザによって作成された様々なコンテンツの総称であり、サービス
提供会社から提供されたネットワークサービスなどに書き込まれた文章や、アップロード
された画像・写真・音声・動画・アニメーションなどのコンテンツをいう。
　このようなサービスとしては、例えば、ソーシャルネットワーキングサービス（Ｓｏｃ
ｉａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋｉｎｇ　Ｓｅｒｖｉｃｅ：ＳＮＳ）やブログサービスなどがある
。一般には、それぞれのサービスにユーザ登録することによりそのユーザ専用の情報表示
領域を与えられ、情報表示領域内に文章などを書き込んだり、写真、画像、動画等をアッ
プロードすることができる。具体的なコンテンツとしては、プロフィール、コメント、日
記、アルバム等が挙げられる。
　なお、本発明では、ユーザがＵＧＣを作成可能であればよいので、ユーザ登録はしなく
てもよい。
【００１０】
　ユーザはクライアント端末を操作してＵＧＣ管理装置が提供するサービスにアクセスし
、例えば、ログインすることでユーザ専用のページを開き、プロフィール、コメント、日
記等のＵＧＣを作成することができる。
　ＵＧＣ管理装置は、クライアント端末でウェブページへのリンクが挿入されて作成され
たこれらのＵＧＣに対して、ユーザ作成コンテンツ受付手段、ユーザ作成コンテンツ記憶
手段、ページ送信手段、集計処理手段および集計結果送信手段により、閲覧者のリンク部
分へのアクセス状況を集計し、集計結果をネットワークを介して接続されたクライアント
端末に送信するものである。
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【００１１】
　ユーザ作成コンテンツ記憶手段は、ＵＧＣの種類ごとにＵＧＣに関する情報を記憶する
。例えば、ＵＧＣとしてプロフィールと日記がある場合、それぞれの内容がそれぞれのＵ
ＧＣ記憶手段に記憶される。
　ユーザ作成コンテンツ処理手段は、クライアント端末からの要求に応じてＵＧＣをユー
ザ作成コンテンツ記憶手段に書き込んだり読み出したりする。また、ＵＧＣ内に貼り付け
られたリンク部分を検出し、このリンク部分にコードを挿入する。コードは、リンク部分
にアクセスされた場合に自装置にアクセス要求を送信できるものであればよく、例えば、
自装置にアクセスするためのＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏ
ｒ）が用いられる。なお、コードの挿入は、ユーザ作成コンテンツ記憶手段からＵＧＣに
関する情報を読み出した後にリンク部分に挿入されてもよいし、コードをリンク部分に挿
入した状態でユーザ作成コンテンツ記憶手段に記憶させてもよい。
【００１２】
　ページ送信手段は、ユーザ作成コンテンツ記憶手段に記憶されたＵＧＣ情報に基づいて
ウェブページへのアクセス可能なリンク部分を含むユーザ作成コンテンツページを作成し
、このユーザ作成コンテンツページをクライアント端末に送信する。
　転送処理手段は、閲覧者によるリンク部分へのアクセスがあった場合に機能する。リン
ク部分には、自装置へアクセス要求を送信するためのコードが挿入されているため、閲覧
者がリンク部分を選択すると、このコードに基づいて、クライアント端末から自装置へア
クセス要求が送信される。転送処理手段はこのアクセス要求を受信するとともに、リンク
部分が示すリンク先のＵＲＬをクライアント端末へ送信する（リダイレクト処理）。
【００１３】
　集計処理手段は、転送処理手段でアクセス要求が受信されると、ＵＧＣ内に挿入された
リンク部分へのアクセス数を集計する。具体的には、各リンク部分への総アクセス数、１
０００回表示あたりのアクセス数を示すクリック率などを集計する。
　集計結果送信手段は、集計処理手段によって集計された内容に基づいて集計結果ページ
を作成し、この集計結果ページをクライアント端末に送信する。集計結果の表示方法とし
ては、例えば、表やグラフなどが挙げられる。
【００１４】
　この発明では、ユーザ作成コンテンツ処理手段が、クライアント端末で作成されたＵＧ
Ｃ情報をユーザ作成コンテンツ記憶手段に記憶させる。また、クライアント端末からの要
求に応じてユーザ作成コンテンツ記憶手段から該当するＵＧＣ情報を取得する。このとき
、ユーザ作成コンテンツ処理手段は、ＵＧＣ情報であるリンク部分にコード、例えば自装
置にアクセスするためのＵＲＬ、を挿入する。そして、ページ送信手段が、これらのＵＧ
Ｃ情報に基づいてユーザ作成コンテンツページを作成し、クライアント端末に送信する。
　クライアント端末では、ユーザ作成コンテンツページを閲覧可能に画像表示され、閲覧
者はユーザ作成コンテンツページを閲覧することができる。そして、閲覧者は、ユーザ作
成コンテンツ内に貼り付けられたリンク部分にアクセスする。閲覧者によりリンク部分に
アクセスされると、リンク部分に埋め込まれたコードに基づいて、クライアント端末から
自装置へアクセス要求が送信される。転送処理手段は、このアクセス要求を受信するとと
もに、リンク部分のリンク先のＵＲＬをクライアント端末に送信する。
　集計処理手段は、転送処理手段でアクセス要求が受信されると、該当するリンク部分へ
のアクセス数やクリック率などを集計する。そして、集計結果送信手段によりこれらの集
計結果が集計結果ページとしてクライアント端末に配信される。
【００１５】
　したがって、ユーザは、自分が作成したＵＧＣ内に貼り付けたリンク部分に対するアク
セス状況を把握することができ、閲覧者の興味や嗜好を分析することができる。そして、
これらの分析結果に基づいて、閲覧者の興味を引く内容のＵＧＣを作成することができ、
ユーザのＵＧＣ作成に対するモチベーションが向上する。すなわち、閲覧者の閲覧回数も
多くなるとともにＵＧＣの更新頻度も高まり、ウェブサイトの活性化を図ることができる
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。
【００１６】
　本発明のユーザ作成コンテンツ管理装置において、前記ユーザ作成コンテンツ記憶手段
は、前記閲覧者による前記リンク部分へのアクセス要求を前記リンク部分ごとにアクセス
ログとして記憶するアクセスログ記憶手段を備え、前記ユーザ作成コンテンツ処理手段は
、前記アクセス要求を受信するたびに前記アクセスログを前記アクセスログ記憶手段に記
憶させ、前記集計処理手段は、前記アクセスログ記憶手段に記憶された前記アクセスログ
に基づいて前記閲覧者による前記リンク部分への前記アクセス要求を集計することが好ま
しい。
【００１７】
　ユーザ作成コンテンツ記憶手段は、ＵＧＣ情報とともに、各ＵＧＣ内に貼り付けられた
リンク部分ごとのリンク情報を記憶するとともに、各リンク部分にアクセスした閲覧者の
アクセスログがアクセスごとに記憶されるアクセスログ記憶手段を備えている。アクセス
ログとしては、例えばリンク情報、ユーザごとに日時等が記憶される。
【００１８】
　この発明では、閲覧者によるリンク部分へのアクセスがあるたびに、ユーザ作成コンテ
ンツ処理手段が、ＵＧＣ内に貼り付けられたリンク部分に関連するリンク情報と閲覧者の
情報および日時をアクセスログとしてアクセスログ記憶手段に記憶させる。
　集計処理手段は、アクセスログ記憶手段に記憶されたアクセスログに基づいて、各リン
ク部分にアクセスした閲覧者の人数やクリック率などを集計する。
【００１９】
　このように、集計処理手段は、アクセスログ記憶手段に蓄積されたアクセスログに基づ
いて、各リンク部分に対するアクセス数を集計することができる。また、アクセスログと
して様々な情報を記憶させることにより、様々な条件で集計することもできる。
　例えば、リンク部分に関するリンク情報としてはリンク先のウェブページに関する情報
が挙げられ、閲覧者情報としては、年齢、性別などの属性が挙げられる。このようなリン
ク情報および閲覧者情報により、各リンク部分にアクセスした閲覧者の嗜好、年齢層、性
別ごとの集計を行うことができる。
　したがって、様々な集計結果を提供することができるので、ユーザは閲覧者の興味や嗜
好をより詳細に分析することができ、閲覧者の興味や嗜好に合ったＵＧＣを作成すること
ができる。閲覧者の閲覧回数も多くなるので、ユーザのモチベーションも向上し、ＵＧＣ
の更新頻度も高まり、ウェブサイトの活性化を図ることができる。
【００２０】
　本発明のユーザ作成コンテンツ管理装置において、前記リンク情報は、前記リンク部分
が示すリンク先のウェブページのタイトル情報を含み、前記集計処理手段は、前記タイト
ル情報ごとに前記アクセス要求を集計することが好ましい。
【００２１】
　この発明では、リンク情報としてリンク部分が示すリンク先のウェブページに掲載され
ているコンテンツのタイトル情報を含んでいる。
　したがって、集計処理手段は、タイトル情報ごとの集計を行うことができるので、閲覧
者の嗜好の傾向を把握しやすい集計結果を得ることができる。
【００２２】
　本発明のユーザ作成コンテンツ管理装置において、前記ユーザの属性情報をユーザごと
に記憶するユーザ情報記憶手段をさらに備え、前記集計処理手段は、前記ユーザ情報記憶
手段に記憶された前記閲覧者に対応する前記属性情報に基づいて前記アクセス要求を集計
することが好ましい。
【００２３】
　ユーザ情報記憶手段には、ユーザ作成コンテンツ管理装置が提供するサービスを利用す
るユーザに関する情報が記憶される。ユーザに関する情報としては、例えば、名前、ニッ
クネーム、年齢、性別、趣味等が挙げられる。
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　したがって、ユーザ作成コンテンツを作成したユーザやそれを閲覧する閲覧者の属性情
報が記憶されているため、集計処理手段は、ユーザ情報データベースから閲覧者の属性情
報を簡単に取得することができ、閲覧者の属性情報に基づいて、アクセスログ記憶手段に
記憶されているアクセスログをより詳細かつ簡単に集計することができる。具体的には、
年齢または年代ごとの集計、性別ごとの集計等を行うことができる。
【００２４】
　本発明のユーザ作成コンテンツ管理装置において、前記ユーザと前記閲覧者との間の友
人関係に関する情報が記憶された友人関係記憶手段を備え、前記集計処理手段は、前記友
人関係記憶手段に記憶された前記友人関係に関する情報に基づいて、前記ユーザと友人関
係を有する前記閲覧者の前記アクセス要求を集計することが好ましい。
【００２５】
　この発明では、ユーザ作成コンテンツを作成したユーザとそれを閲覧する閲覧者との間
に友人関係を設定することができる。例えば、ユーザの友人関係記憶手段にその閲覧者を
記憶させることにより友人関係を成立させる。ここで記憶させる閲覧者の情報としては、
例えば、閲覧者の年齢や性別等の属性、閲覧者の趣味等の属性情報である。
　このように、ユーザが作成したＵＧＣを閲覧する閲覧者が、友人関係記憶手段に該ユー
ザの友人として記憶されているため、その閲覧者の属性情報を取得することができる。し
たがって、集計処理手段は、友人である閲覧者の属性情報に基づいた集計を行うことがで
き、より詳細な集計結果を得ることができる。その結果、ユーザはこの集計結果に基づい
て、より閲覧者が興味を引く内容のＵＧＣを作成することができる。
【００２６】
　本発明のユーザ作成コンテンツ管理装置において、前記リンク部分のリンク先のウェブ
ページの内容が分類されるカテゴリとこのカテゴリを表すキーワードとを関連付けて記憶
するカテゴリ分類記憶手段と、前記リンク部分のリンク先のウェブページの内容を特徴づ
けるキーワードに基づいて、前記カテゴリ分類記憶手段から前記リンク部分のリンク先の
内容のカテゴリを判定するカテゴリ判定手段と、を備え、前記集計処理手段は、前記カテ
ゴリごとに前記アクセス要求を集計することが好ましい。
【００２７】
　カテゴリ分類記憶手段には、カテゴリとそのカテゴリを表すキーワードとが関連付けら
れて予め記憶されている。なお、必要に応じて新しいカテゴリや新しいキーワードを適宜
追加することもできる。
　カテゴリ判定手段は、ＵＧＣ内に貼り付けられたリンク部分のリンク先のウェブページ
にアクセスし、そのウェブページ内のコンテンツを解析する。そして、コンテンツを特徴
付けるキーワードを抽出し、そのキーワードとカテゴリ分類記憶手段に記憶されているキ
ーワードとを対応付けて、そのコンテンツのカテゴリを判定する。なお、リンク先のウェ
ブページ内のコンテンツを解析する方法としては、例えば、固有名詞を抽出してキーワー
ドとすることができる。そして、判定されたカテゴリは、ＵＧＣ記憶手段にリンク情報と
ともに登録される。集計処理手段は、このカテゴリに基づいて集計を行うことができる。
【００２８】
　このように、集計処理手段は、リンク部分ごとに判定したカテゴリに基づいて集計を行
うことができる。カテゴリごとに集計された集計結果は、ユーザにとってもアクセス状況
を把握しやすいものとなり、分析しやすい集計結果を得ることができる。特に、ＵＧＣ内
に多数のリンク部分が存在する場合には、カテゴリごとの集計結果を得ることにより、閲
覧者のアクセス状況を容易に把握することができる。
【００２９】
　本発明のユーザ作成コンテンツ管理システムは、前述のユーザ作成コンテンツ管理装置
と、前記ユーザ作成コンテンツ管理装置が提供するサービスを利用してユーザ作成コンテ
ンツの作成および閲覧が可能な複数のクライアント端末と、前記ユーザ作成コンテンツ内
に貼り付けられたリンク部分のリンク先のウェブサイトを提供する情報提供サーバと、を
具備したことを特徴とする。
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【００３０】
　この発明によれば、ネットワークを介して接続されたクライアント端末、ユーザ作成コ
ンテンツ管理装置、および情報提供サーバが協働することにより、前述と同様の作用効果
を奏することができる。
　具体的には、ユーザはクライアント端末を操作してユーザ作成コンテンツ管理装置が提
供するサービスを利用してプロフィールや日記等のＵＧＣを作成する。ＵＧＣ内にはリン
ク部分が貼り付けられ、リンク部分は情報提供サーバが提供するニュースなどのウェブサ
イトにリンクされる。そして、リンク部分およびリンク先の情報はユーザ作成コンテンツ
管理装置に記憶され、閲覧者がリンク部分にアクセスするたびにアクセスログが記憶され
る。ユーザ作成コンテンツ管理装置では、前述の集計処理手段によりアクセスログを集計
して集計結果ページとしてクライアント端末に送信する。
【００３１】
　したがって、ユーザはクライアント端末で集計結果ページを確認することができ、リン
ク部分に対する閲覧者のアクセス状況を把握することができる。すなわち、閲覧者の興味
や嗜好を分析してＵＧＣ作成の指標とすることができ、ＵＧＣ作成に対するモチベーショ
ンの向上を図ることができる。その結果、閲覧者の閲覧回数も増え、サイトの活性化を図
ることができる。
【００３２】
　本発明の閲覧者の嗜好調査方法は、ネットワークを介して接続されたクライアント端末
に対してユーザ作成コンテンツの作成および閲覧が可能なサービスを提供し、前記クライ
アント端末で前記サービスを利用するユーザによって作成されたユーザ作成コンテンツに
関する情報と前記ユーザ作成コンテンツ内に貼り付けられ、前記ユーザにより作成された
リンク部分ごとのリンク情報とを記憶するユーザ作成コンテンツ記憶手段と、閲覧者によ
る前記リンク部分へのアクセス要求を前記リンク部分ごとにアクセスログとして記憶する
アクセスログ記憶手段と、を備えたユーザ作成コンテンツ管理装置による閲覧者の嗜好調
査方法であって、前記ユーザ作成コンテンツに関する情報と前記リンク情報とを前記ユー
ザ作成コンテンツ記憶手段に記憶させるステップと、前記ユーザ作成コンテンツ記憶手段
から取得したリンク情報に基づいて自装置へのアクセス要求を送信させるためのコードを
前記リンク部分に挿入するステップと、前記ユーザ作成コンテンツ記憶手段から取得した
前記ユーザ作成コンテンツに関する情報と前記コードが挿入された前記リンク部分に基づ
いて作成したユーザ作成コンテンツページをクライアント端末に送信するステップと、前
記リンク部分にアクセスした前記閲覧者によるアクセス要求を、前記リンク部分ごとに、
アクセスログとして前記アクセスログ記憶手段に記憶させるステップと、前記アクセスロ
グ記憶手段に記憶された前記アクセスログに基づいて前記リンク部分への閲覧者によるア
クセス要求を、前記リンク部分ごとに集計するステップと、前記集計による結果を集計結
果ページとして前記クライアント端末に送信するステップと、を実施することを特徴とす
る。
【００３３】
　この発明によれば、ユーザによって作成されたＵＧＣ内に貼り付けられたリンク部分へ
のアクセスに対するアクセスログを記憶させ、このアクセスログを集計することによって
閲覧者の嗜好を調査することができる。
　したがって、ＵＧＣの作成者は、この集計結果に基づいて閲覧者の興味や嗜好を分析し
、ＵＧＣ作成の指標とすることができる。すなわち、ＵＧＣ作成に対するモチベーション
の向上を図ることができる。また、閲覧者の閲覧回数も増え、ＳＮＳサイトの活性化を図
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
　本実施形態では、ユーザ作成コンテンツ管理システムとして、ソーシャルネットワーキ
ングサービス（ＳＮＳ）を利用できるＳＮＳ管理システムを例示して説明する。
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［ＳＮＳ管理システムの構成の概略］
　図１は、本発明の実施形態にかかるＳＮＳサーバを含むＳＮＳ管理システムの構成の概
略を示す図である。
　図１に示すように、ＳＮＳ管理システム１０は、ＵＧＣを作成する場であるソーシャル
ネットワーキングサービス（ＳＮＳ）を提供するＳＮＳサーバ１００と、ＳＮＳサーバ１
００から提供されたＳＮＳを利用してＵＧＣを作成可能なクライアント端末２００と、ニ
ュースなどの情報提供サイトを配信するニュースサーバ３００と、ＵＧＣを作成する場で
あるブログサービスを提供するブログサーバ４００と、がインターネット２０を介して接
続されている。
　ＳＮＳサーバ１００とブログサーバ４００は本発明のユーザ作成コンテンツ管理装置と
してＵＧＣを作成可能なサービスを提供する。本実施形態では、ＳＮＳサーバ１００とク
ライアント端末２００とニュースサーバ３００について詳述する。
【００３５】
　インターネット２０はＴＣＰ／ＩＰなどの汎用のプロトコルに基づくインターネットで
あるが、これに限られない。例えば、ＬＡＮ（Local Area Network）などのイントラネッ
ト、無線媒体により情報が送受信可能な複数の基地局がネットワークを構成する通信回線
網や放送網などのネットワーク、さらには、データを直接受信するための媒体となる無線
媒体自体など、データを送受信させるいずれの構成が利用できる。
【００３６】
　ＳＮＳサーバ１００は、クライアント端末２００およびニュースサーバ３００にネット
ワークを介して接続され、クライアント端末２００に対してＳＮＳを提供し、クライアン
ト端末２００で作成されたＵＧＣを管理する。
　ＳＮＳは、コミュニティ型のウェブサイトであり、他のユーザとのコミュニケーション
を円滑にする手段や場を提供したり、趣味や嗜好、居住地域、出身校といったつながりを
通じて新たな人間関係を構築する場を提供する。
　ＵＧＣとしては、クライアント端末２００で作成可能なものであれば特に限定されず、
例えば、テキスト入力、写真および画像等をアップロードすることのできるプロフィール
や日記のほか、アルバムや動画等も挙げられる。
【００３７】
　クライアント端末２００は、ＳＮＳサーバ１００にインターネット２０を介してアクセ
スし、ＳＮＳを利用してプロフィールや日記などのＵＧＣを作成する。
　ニュースサーバ３００は、クライアント端末２００に対してニュースなどの情報提供サ
イトを配信する。
【００３８】
［ＳＮＳ管理システムの構成の詳細］
　図２は、本発明の実施形態にかかるＳＮＳサーバを含むＳＮＳ管理システムの構成の詳
細を示すブロック図である。
　なお、本実施形態では、ＳＮＳが提供するＵＧＣとしてプロフィールページのコメント
と日記ページとを例示して説明する。プロフィールページにはユーザの写真や属性等の情
報とともに１つのコメントが入力可能とされ、日記ページには日付ごとの日記が入力可能
とされている。
　ＳＮＳサーバ１００は、記憶手段および演算処理手段を備えている。また、図示しない
が、ウェブページを画面表示として出力させたり印刷出力する出力手段およびキーボード
入力やファイル入力等の入力手段なども備えている。
【００３９】
　記憶手段としては、ＳＮＳを利用しているユーザの情報を記憶するユーザ情報記憶手段
としてのユーザ情報データベース１１０と、クライアント端末２００でプロフィールペー
ジに作成されたコメントの情報を記憶するコメント情報記憶手段１２０と、クライアント
端末２００で日記ページに作成された日記の情報を記憶する日記情報記憶手段１３０と、
カテゴリとそのカテゴリを表すキーワードが関連付けられて記憶されたカテゴリ分類記憶
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手段としてのカテゴリ分類データベース１４０と、ユーザの友人関係を記憶する友人関係
記憶手段としての友人関係データベース１５０を備えている。
【００４０】
　ユーザ情報データベース１１０は、例えば、以下の表１に示すように、ユーザごとのニ
ックネーム、性別、生年月日、趣味などが１つのレコードとして記憶されたテーブル構造
となっている。なお、ユーザ情報データベース１１０に格納される情報はこれらに限られ
ず、例えば、現住所、出身地、年齢などの情報が格納されていてもよい。
【００４１】
【表１】

【００４２】
　コメント情報記憶手段１２０には、ＳＮＳのプロフィールページで表示されるコメント
に関する情報が記憶され、コメント情報データベース１２１とコメントアクセスログデー
タベース１２２とを備えている。コメント情報データベース１２１は本発明のユーザ作成
コンテンツ記憶手段の一部として機能し、コメントアクセスログデータベース１２２は本
発明のアクセスログ記憶手段の一部として機能する。
　本実施形態では、ＳＮＳのプロフィールページには１つのコメントが入力可能とされて
いるため、１ユーザに対して１コメントが入力可能である。したがって、コメント情報デ
ータベース１２１は、例えば、以下の表２に示すように、ユーザごとのコメント情報、リ
ンク情報、カテゴリなどが１つのレコードとして記憶されたテーブル構造となっている。
　コメント情報としてはコメントとして入力された内容が記憶され、リンク情報としては
コメントに貼り付けられたリンク部分のリンク先のアドレスが記憶されているが、この他
にもリンク先のウェブページのタイトル情報などが記憶されていてもよい。カテゴリは、
リンク部分のリンク先の内容をカテゴリ分類したものであり、後述のカテゴリ判定部１６
６により判定される。
　なお、リンク情報およびカテゴリは、コメントにリンク部分が存在しない場合は何も設
定されない。
　また、コメント情報の中に複数のリンク部分を含む場合は、リンク情報ごとのデータが
記憶される。
【００４３】

【表２】

【００４４】
　コメントアクセスログデータベース１２２は、例えば、以下の表３に示すように、ユー
ザのコメントに対するアクセスごとの閲覧日時と閲覧ユーザＩＤなどが１つのレコードと
して記憶されたテーブル構造となっている。本実施形態では、１ユーザに対して表示でき
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るコメントは１つであるため、ユーザごとのレコードとしているが、１ユーザに対して複
数のコメントを入力可能であれば、ユーザおよびコメント情報ごとのアクセスログを記憶
させるようにすればよい。
　プロフィールページのコメントに貼り付けられたリンク部分が選択されるたびにそのア
クセスログがコメントアクセスログデータベース１２２に蓄積される。
【００４５】
【表３】

【００４６】
　日記情報記憶手段１３０は、ＳＮＳの日記ページで表示される日記に関する情報が記憶
されている。本実施形態では、１日の日記本文中において、複数のリンク部分を貼り付け
ることが可能であるため、日記情報記憶手段１３０は、日記データベース１３１とリンク
情報データベース１３２と日記アクセスログデータベース１３３とを備えている。なお、
日記データベース１３１とリンク情報データベース１３２は本発明のユーザ作成コンテン
ツ記憶手段の一部として機能し、日記アクセスログデータベース１３３は本発明のアクセ
スログ記憶手段として機能する。
　日記データベース１３１は、例えば、以下の表４に示すように、ユーザおよび日付ごと
の日記本文が１つのレコードとして記憶されたテーブル構造となっている。日付および日
記本文は、ＳＮＳの日記ページにおいて入力された内容である。日記本文中に示す下線部
はリンク部分である。
【００４７】

【表４】

【００４８】
　リンク情報データベース１３２は、例えば、以下の表５に示すように、上記の日記デー
タベース１３１のユーザＩＤ、日付および日記本文中のリンク部分と関連付けられており
、リンク部分ごとのリンク先のアドレスおよびカテゴリが１つのレコードとして記憶され
たテーブル構造となっている。リンク先は、リンク部分のリンク先アドレスである。カテ
ゴリは、リンク部分のリンク先の内容をカテゴリ分類したもので、後述のカテゴリ判定部
１６６により判定される。
【００４９】
【表５】

【００５０】
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　日記アクセスログデータベース１３３は、例えば、以下の表６に示すように、上記のリ
ンク情報データベース１３２のユーザＩＤおよびリンク部分と関連付けられており、アク
セスされたリンク部分ごとの閲覧日時と閲覧ユーザＩＤなどが１つのレコードとして記憶
されたテーブル構造となっている。
　日記本文中に貼り付けられたリンク部分が選択されるたびにそのアクセスログが日記ア
クセスログデータベース１３３に蓄積される。
【００５１】
【表６】

【００５２】
　カテゴリ分類データベース１４０では、カテゴリとカテゴリを表すキーワードが関連付
けられて記憶されている。具体的には、以下の表７に示すように、あるカテゴリに分類さ
れるキーワード群が１つのレコードとして記憶されたテーブル構造となっている。使用方
法としては、あるキーワードのカテゴリを判定する場合に、カテゴリ分類データベース１
４０を検索し、そのキーワードが分類されているカテゴリをそのキーワードのカテゴリと
する。
　なお、カテゴリ分類データベース１４０は、頻出のキーワードについてのカテゴリは予
め登録されており、必要に応じて適宜登録することができる。
【００５３】
【表７】

【００５４】
　友人関係データベース１５０は、ＵＧＣを作成したユーザと友人関係にある他のユーザ
（閲覧者）が記憶されている。具体的には、以下の表８に示すように、ユーザＩＤ、友人
ＩＤ、公開レベルが１つのレコードとして記憶されたテーブル構造となっている。友人Ｉ
Ｄは、ユーザ情報データベース１１０に登録されているユーザＩＤである。公開レベルは
、ユーザが作成したＵＧＣをその友人に対してどこまで公開するかを示す指標であり、例
えば、Ａ：全て公開、Ｂ：プロフィールのみ公開、Ｃ：日記のみ公開　などを設定するこ
とができるが、これに限定されない。
　なお、閲覧者がユーザ情報データベース１１０に登録されていない場合は、ユーザの属
性に関する情報（名前、性別、年齢など）を登録できるように項目を増やすこともできる
。
【００５５】



(13) JP 4834042 B2 2011.12.7

10

20

30

40

50

【表８】

【００５６】
　一方、演算処理手段としては、クライアント端末２００からのページ要求を受信する要
求受信部１６１と、要求されたページを作成するページ作成部１６２と、作成したページ
をクライアント端末２００に送信するページ送信部１６３と、コメント情報記憶手段１２
０に対してデータの書き込みおよび読み出しを行うコメント処理部１６４と、日記情報記
憶手段１３０に対してデータの書き込みおよび読み出しを行う日記処理部１６５と、コメ
ント情報記憶手段１２０および日記情報記憶手段１３０に記憶されたリンク部分のリンク
先の内容のカテゴリを判定するカテゴリ判定部１６６と、リンク先のウェブページを取得
するページ取得部１６７と、コメント情報記憶手段１２０および日記情報記憶手段１３０
に記憶されたアクセスログを集計するアクセスログ収集部１６８と、を備えている。
　なお、本実施形態では、コメント処理部１６４および日記処理部１６５が本発明のユー
ザ作成コンテンツ処理手段および転送処理手段として機能し、アクセスログ収集部１６８
が本発明の集計処理手段として機能する。また、ページ作成部１６２およびページ送信部
１６３は本発明のページ送信手段および集計結果送信手段として機能する。さらに、カテ
ゴリ判定部１６６とページ取得部１６７がカテゴリ判定手段として機能する。
【００５７】
　要求受信部１６１は、クライアント端末２００からのページ要求を受信する。
　ページ作成部１６２は、クライアント端末２００が要求したページを作成する。ここで
はプロフィールページ、日記ページ、集計結果ページなどが要求されるがこれらに限定さ
れず、ＳＮＳの仕様に基づいて要求受信部１６１で受信した要求に応じたページが作成さ
れる。プロフィールページにはコメント情報記憶手段１２０に記憶されたコメント情報が
表示され（図３参照）、日記ページには日記情報記憶手段１３０に記憶された日記情報が
表示され（図６参照）、集計結果ページにはコメント情報記憶手段１２０および日記情報
記憶手段１３０に記憶されたアクセスログを集計した結果が表示される（図１０、図１１
および図１２参照）。集計結果の表示方法としては、特に限定されず、表やグラフなど集
計結果に応じた形式で表示することができる。
　ページ送信部１６３は、作成されたウェブページをクライアント端末２００に送信する
。
【００５８】
　コメント処理部１６４は、要求受信部１６１でクライアント端末２００から送信された
コメント情報が受信されると、コメント情報記憶手段１２０のコメント情報データベース
１２１にコメント情報を記憶させる。また、クライアント端末２００からプロフィールペ
ージが要求された場合には、コメント情報データベース１２１から該当ユーザのコメント
情報を取得する。
　コメントの全体または一部がリンク情報を有する場合、このリンク情報に集計コードと
して、ＳＮＳサーバ１００のＵＲＬを挿入する。具体的には、リンク先のＵＲＬの前に挿
入することができる。なお、集計コードが挿入されたリンク情報は、ページ作成部１６２
によってプロフィールページに埋め込まれ、クライアント端末２００の入力手段によりリ
ンク部分が選択されると、集計コードのＵＲＬ（ＳＮＳサーバ１００のＵＲＬ）にアクセ
ス要求を送信する。
　このとき、要求受信部１６１がこのアクセス要求を受信するたびに、コメント情報記憶
手段１２０のコメントアクセスログデータベース１２２にアクセスログを記憶させる。
　また、コメント処理部１６４は、リンク情報のリンク先のＵＲＬをクライアント端末２
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００に送信してリダイレクト処理を行う。
【００５９】
　日記処理部１６５は、クライアント端末２００から送信された日記情報を受信すると、
日記情報記憶手段１３０の日記データベース１３１とリンク情報データベース１３２に日
記情報およびリンク情報を記憶させる。また、クライアント端末２００から日記ページが
要求された場合には、日記データベース１３１およびリンク情報データベース１３２から
該当ユーザの該当日付の日記情報とリンク情報とを取得する。
　日記処理部１６５は、リンク情報には、集計コードとして、ＳＮＳサーバ１００のＵＲ
Ｌを挿入する。具体的には、リンク情報の一部であるリンク先のＵＲＬの前に挿入するこ
とができる。なお、集計コードが挿入されたリンク情報は、ページ作成部１６２によって
日記ページに埋め込まれ、クライアント端末２００の入力手段によりリンク部分が選択さ
れると、クライアント端末２００は、集計コードのＵＲＬ（ＳＮＳサーバ１００のＵＲＬ
）にアクセス要求を送信する。
　このとき、ＳＮＳサーバ１００の要求受信部１６１がこのアクセス要求を受信するたび
に、日記情報記憶手段１３０の日記アクセスログデータベース１３３にアクセスログを記
憶させる。
　また、日記処理部１６５は、リンク情報のリンク先のＵＲＬをクライアント端末２００
に送信してリダイレクト処理を行う。
【００６０】
　カテゴリ判定部１６６は、コメント情報記憶手段１２０および日記情報記憶手段１３０
に記憶されたリンク部分のリンク先のウェブページのコンテンツを解析して特徴的なキー
ワードを抽出し、そのキーワードとカテゴリ分類データベース１４０に記憶されているキ
ーワードとを対応付けてカテゴリを判定する。そして、判定したカテゴリをコメント情報
記憶手段１２０および日記情報記憶手段１３０の該当するリンク部分のカテゴリとして登
録する。
　ページ取得部１６７は、カテゴリ判定部１６６からの通知により、リンク先のウェブペ
ージを取得する。
【００６１】
　アクセスログ収集部１６８は、コメント情報記憶手段１２０および日記情報記憶手段１
３０に記憶されたアクセスログを集計する。集計方法としては、閲覧者のアクセス状況が
把握できれば特に限定されない。例えば、コメントまたは日記本文中のリンク部分ごとの
閲覧者数、クリック率、男女比などを集計してもよいし、１つのカテゴリに対する閲覧者
を集計してもよい。
【００６２】
　クライアント端末２００は、ＳＮＳサーバ１００およびニュースサーバ３００にネット
ワークを介して接続され、各種フォーム等を記憶する記憶手段および演算処理手段のほか
、受信したウェブページを画面表示として出力させたり印刷出力させる出力手段と、キー
ボードなどの入力手段などを備えている。クライアント端末２００は、定期的または必要
に応じて、ＳＮＳサーバ１００またはニュースサーバ３００にアクセスし、これらからネ
ットワークを介して送出する各種データを送受信する。
【００６３】
　演算処理手段は、閲覧したいウェブページをＳＮＳサーバ１００やニュースサーバ３０
０に要求したり、要求したウェブページをＳＮＳサーバ１００やニュースサーバ３００か
ら受信して出力手段により画面表示させる。また、表示されたウェブページに対して、入
力手段によるアクションがあるとそれを検知して、入力内容をＳＮＳサーバ１００やニュ
ースサーバ３００に送信する。
【００６４】
　クライアント端末２００としては、インターネットを介してＳＮＳサーバ１００および
ニュースサーバ３００に接続可能な機器であればよく、特に限定されないが、例えば、携
帯電話やノートパソコンなどが挙げられる。なお、図２においては、１つのクライアント
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端末２００と１つのニュースサーバ３００とがＳＮＳサーバ１００に接続された構成を例
示したが、実際には、複数のクライアント端末２００とニュースサーバ３００を含む複数
の情報提供サイトを提供するサーバが接続されているものである。
【００６５】
　ニュースサーバ３００は、ＳＮＳサーバ１００およびクライアント端末２００にネット
ワークを介して接続され、記憶手段および演算処理手段を備えている。ニュースサーバ３
００は、定期的または必要に応じて、ＳＮＳサーバ１００またはクライアント端末２００
にアクセスし、これらからネットワークを介して送出する各種データを送受信する。
【００６６】
　記憶手段としては、クライアント端末に配信するウェブサイト上に掲載するニュースの
情報を蓄積するニュースデータベース３１０を備えている。
　ニュースデータベース３１０は、例えば、以下の表９に示すように、ウェブページに掲
載するニュースごとのタイトル、記事、カテゴリなどが１つのレコードとして記憶される
テーブル構造となっている。カテゴリは、ニュースの内容を分類したものであり、前述の
カテゴリ分類データベース１４０で示されたカテゴリと同等の意義をもつ。
【００６７】
【表９】

【００６８】
　一方、演算処理手段としては、クライアント端末２００からのページ要求を受信するペ
ージ要求受信部３５１と、クライアント端末２００が要求したページを作成するページ作
成部３５２と、作成されたページをクライアント端末２００に送信するページ送信部３５
３と、クライアント端末２００からのＵＧＣ挿入の要求を検知するＵＧＣ挿入要求検知部
３５４と、リダイレクト処理部３５５と、を備えている。
【００６９】
　ページ要求受信部３５１は、クライアント端末２００からのページ要求を受信する。こ
こで受信するページ要求の種類としては、ニュースサーバ３００が配信するニュースペー
ジを要求する場合と、このニュースページに掲載されている内容をプロフィールページの
コメントとして挿入するためのボタンが押された場合（コメント挿入の要求）とがある。
【００７０】
　ページ作成部３５２は、ページ要求受信部３５１がニュースページの要求を受信すると
、ニュースページを作成する。
　ページ送信部３５３は、ページ作成部３５２で作成されたニュースページをクライアン
ト端末２００へ送信する。
【００７１】
　ＵＧＣ挿入要求検知部３５４は、ページ要求受信部３５１が受信した要求のうち、コメ
ント挿入の要求を検知する。
　リダイレクト処理部３５５は、ＵＧＣ挿入要求検知部３５４がコメント挿入の要求を検
知すると、クライアント端末２００に対してリダイレクト処理を行う。
　リダイレクト処理とは、アクセスしてきたクライアント端末２００に対して別のサーバ
にアクセスするための宛先ＵＲＬを送り返す処理である。
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　したがって、ここでは、リダイレクト処理部３５５は、ＳＮＳサーバ１００が提供する
ＳＮＳのプロフィールページのＵＲＬをクライアント端末２００に送信することにより、
クライアント端末２００は自動的にＳＮＳサーバ１００に対してプロフィールページを要
求することになる。
【００７２】
［ＳＮＳ管理システムの動作］
　以下、図面に沿ってＳＮＳ管理システム１０の動作を説明する。
　ＳＮＳ管理システム１０の動作としては、１．プロフィールページにコメントを挿入す
る場合、２．日記ページに日記を作成する場合、３．閲覧者がプロフィールページおよび
日記ページのリンク部分にアクセスする場合、４．リンク情報のアクセス状況を集計する
場合についてそれぞれ説明する。
【００７３】
［１．コメント挿入の動作］
　まず、プロフィールページにコメントを挿入する動作について、図２を適宜参照しなが
ら図３、図４および図５に沿って説明する。
　図３は本発明の実施形態において出力手段により表示されたプロフィールページの画像
を示す第１説明図、図４は本発明の実施形態にかかるＳＮＳ管理システムにおいてプロフ
ィールページにコメントを挿入する動作を示すフローチャート、図５は本発明の実施形態
において出力手段により表示されたニュースページの画像を示す第２説明図である。
【００７４】
　まず、ユーザは、クライアント端末２００の図示しない入力手段を入力操作し、ＳＮＳ
サーバ１００にアクセスするために、例えば、ウェブブラウザを起動させてアドレスを入
力する。このアドレスの入力により、クライアント端末２００はページＳＮＳサーバ１０
０に対してＳＮＳページを要求する。
【００７５】
　このとき、ログイン画面をウィンドウ表示してユーザＩＤおよびパスワードを入力する
ことでログインする。また、ユーザが登録されていない場合には、新規登録用のウェブペ
ージを表示させ、希望するユーザＩＤなどの所定事項を入力してＳＮＳサーバ１００に送
信することでユーザ情報データベース１１０への登録を受けることができる。ユーザＩＤ
の新規登録に際して記入する所定事項としては、希望するユーザＩＤ、パスワード、ニッ
クネーム、性別、趣味などが挙げられるが、これに限定されず、必要に応じて任意に設定
することができる（表１参照）。
【００７６】
　ＳＮＳサーバ１００は、このＳＮＳページの要求を要求受信部１６１で受信すると、ペ
ージ作成部１６２でＳＮＳのトップページを作成し、ページ送信部１６３からクライアン
ト端末２００へ送信する。
　クライアント端末２００は、トップページを受信すると、図示しない出力手段によりト
ップページを画面表示する。
　トップページには、ＳＮＳに登録した該ユーザの情報が記載されており、プロフィール
ページ、日記ページおよびその他のページへのアクセスが可能とされている。
【００７７】
　プロフィールページとしては、例えば、図３に示すプロフィールページ５００がクライ
アント端末２００の出力手段により画面表示される。プロフィールページ５００には、ロ
グインユーザの写真を表示する写真欄５１０、ログインユーザの属性（性別、血液型、年
齢、誕生日など）を表示する属性表示欄５２０、コメントを表示するコメント欄５３０お
よびログインユーザと友人関係にある（友人関係データベース１５０に登録されている）
友人情報を表示する友人欄５４０が表示され、「お友達の興味」と表示された集計ボタン
５５０が設けられる。なおプロフィールページ５００に表示される項目はこれらに限定さ
れず、公開したい内容に応じて適宜表示することができる。
　本実施形態では、友人関係データベース１５０とユーザ情報データベース１１０とを関
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連付け、該当する友人の属性情報をユーザ情報データベース１１０から取得して友人欄５
４０に表示する。
【００７８】
　ここで説明する動作は、コメント欄５３０にコメントを挿入する場合の動作である。コ
メント欄５３０には、クライアント端末２００の入力手段により直接テキスト入力するこ
とも可能であるが、ここでは、ニュースサーバ３００が提供するニュースページに掲載さ
れた内容をコメント欄５３０に挿入する動作について説明する。
　以下、ユーザがＳＮＳにログインした状態における、ＳＮＳサーバ１００、クライアン
ト端末２００およびニュースサーバ３００の動作を説明する。
【００７９】
　クライアント端末２００は、入力手段を用いてニュースサーバ３００へアクセスし、ニ
ュースページを要求する。
　ニュースサーバ３００は、ステップＳ１において、ページ要求受信部３５１がページ要
求を受信すると、ページ作成部３５２が要求されたニュースページを作成し、ページ送信
部３５３によりクライアント端末２００に送信する。
　クライアント端末２００は、ステップＳ２において、ニュースページを受信すると、例
えば、図５に示すようなニュースページ６００を出力手段により画像表示してステップＳ
３へ進む。
【００８０】
　ニュースページ６００には、ニュースのタイトルと記事内容が掲載され、「コメントへ
追加」と表示された追加ボタン６１０が設けられている。追加ボタン６１０は、ニュース
ページ６００に掲載された内容を、ＳＮＳサーバ１００が提供するプロフィールページ５
００のコメント欄５３０に挿入するための処理を行うものである。
　クライアント端末２００の入力手段により追加ボタン６１０が選択されると、ステップ
Ｓ３において、クライアント端末２００の演算処理手段は追加ボタン６１０が選択された
ことを検知してステップＳ４へ進む。
　ステップＳ４では、クライアント端末２００は、ニュースサーバ３００に対してＳＮＳ
のプロフィールページ５００を要求する。
【００８１】
　ニュースサーバ３００は、ページ要求受信部３５１で要求を受信すると、ＵＧＣ挿入要
求検知部３５４により、その要求が追加ボタン６１０を選択したことによるものであるこ
とを検知する。
　そして、ステップＳ５において、リダイレクト処理部３５５は、クライアント端末２０
０およびＳＮＳサーバ１００に対してリダイレクト処理を行う。具体的には、クライアン
ト端末２００に対してＳＮＳサーバ１００にアクセスするための宛先ＵＲＬを送り返す。
　このとき、ニュースページ６００の内容をプロフィールページ５００のコメントとして
挿入するため、コメントとして表示する内容およびＵＲＬを入力可能なウィンドウを表示
してもよい。このウィンドウで設定されたコメント情報（タイトル、ＵＲＬ）もクライア
ント端末２００へ送信される。
【００８２】
　クライアント端末２００は、ステップＳ６において、宛先ＵＲＬとコメント情報を受信
し、ステップＳ７へ進む。
　ステップＳ７では、受信した宛先ＵＲＬに基づいてＳＮＳサーバ１００へアクセスし、
プロフィールページ５００を要求するとともにニュースサーバ３００から受信したコメン
ト情報を送信する。
【００８３】
　ＳＮＳサーバ１００は、要求受信部１６１でプロフィールページ５００の要求を受信す
ると、ステップＳ８において、コメント処理部１６４が、受信したコメント情報をコメン
ト情報記憶手段１２０に記憶させる。
【００８４】
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　このとき、ステップＳ９において、ページ取得部１６７は受信したコメント情報に含ま
れるＵＲＬ（ニュースページ６００）を提供するニュースサーバ３００にアクセスしてそ
のニュースページ６００のコンテンツを取得する。そして、カテゴリ判定部１６６は取得
したコンテンツを解析してニュースページ６００の内容を特徴付けるキーワードを抽出し
、抽出したキーワードとカテゴリ分類データベース１４０に記憶されているキーワードと
を対応付けて、受信したコメント情報のカテゴリを判定する。
　また、ニュースサーバ３００には、ニュースページ６００に掲載された内容とその内容
が分類されるカテゴリがニュースデータベース３１０に格納されているので、ニュースデ
ータベース３１０の該ニュースのカテゴリを取得して、そのカテゴリを受信したコメント
情報のカテゴリとすることもできる。
　判定したカテゴリは、コメント処理部１６４によりコメント情報記憶手段１２０に記憶
される。
【００８５】
　また、コメント処理部１６４は、コメント情報にリンク部分が含まれる場合は、このリ
ンク部分に集計コードとしてＳＮＳサーバ１００のＵＲＬを挿入する。
【００８６】
　そして、ステップＳ１０において、ページ作成部１６２は受信したコメント情報をコメ
ント欄５３０に挿入したプロフィールページ５００を作成し、ページ送信部１６３により
クライアント端末２００へ送信する。
　クライアント端末２００は、ステップＳ１１において、プロフィールページ５００を受
信し、出力手段により図３に示すようなプロフィールページ５００を画面表示する。ここ
で、コメント欄５３０に表示されたコメントにはリンク部分が貼り付けられており、リン
ク部分は、集計コードであるＳＮＳサーバ１００のＵＲＬとニュースサーバ３００が配信
するニュースページ６００のＵＲＬが含まれている。そして、リンク部分を選択すること
によって、ＳＮＳサーバ１００およびニュースサーバ３００にアクセスしてニュースペー
ジ６００を閲覧することができる。
【００８７】
［２．日記作成の動作］
　次に、日記ページに日記を作成する動作について、図２を適宜参照しながら図６および
図７に沿って説明する。
　図６は本発明の実施形態において出力手段により表示された日記ページの画像を示す第
３説明図である。図７は前記実施形態にかかるＳＮＳ管理システムにおいて日記を作成す
る動作を示すフローチャートである。
【００８８】
　ユーザは、クライアント端末２００の出力手段に表示されたＳＮＳのトップページから
ＳＮＳサーバ１００に対して日記ページを要求する。
　ＳＮＳサーバ１００は、ステップＳ２１において、要求受信部１６１が日記ページの要
求を受信すると、ページ作成部１６２が日記ページを作成し、ページ送信部１６３により
クライアント端末２００へ送信する。
【００８９】
　クライアント端末２００は、日記ページを受信すると、例えば図６に示すような日記ペ
ージ７００を出力手段により画像表示する。
　そして、ステップＳ２２において、日記ページ上に日記を作成する。日記ページ７００
は、ユーザの簡単なプロフィール（ニックネーム、写真、趣味など）欄とともに、日記作
成欄７１０が設けられている。ユーザは、入力手段を用いて日記作成欄７１０に日記を作
成する。このとき、日記本文中にリンクを貼りたい場合は、例えば、リンク部分とそのリ
ンク先を入力可能なダイアログを表示させ、リンク部分とリンク先の情報を入力させる方
法がある。日記本文中に貼り付けられたリンク部分は、図６に示すように下線付きで表示
される。
　そして、ステップＳ２３において、日記ページ７００に設けられた図示しない作成ボタ
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ンなどを選択することにより作成した日記情報をＳＮＳサーバ１００に対して送信する。
【００９０】
　ＳＮＳサーバ１００は、要求受信部１６１で日記情報を受信すると、ステップＳ２４に
おいて、日記処理部１６５が受信した日記情報を日記情報記憶手段１３０に記憶させる。
　このとき、ステップＳ２５において、日記処理部１６５は、受信した日記情報の日記本
文中に挿入された複数のリンク部分とそのリンク先を取得してステップＳ２６へ進む。
【００９１】
　ステップＳ２６では、ページ取得部１６７が受信した日記情報の各リンク部分のリンク
先であるＵＲＬ（例えば、情報提供サイトのアドレス）を提供する情報提供サーバにアク
セスし、そのウェブページのコンテンツを取得する。そして、カテゴリ判定部１６６は取
得したコンテンツを解析してウェブページの内容を特徴付けるキーワードを抽出し、抽出
したキーワードとカテゴリ分類データベース１４０に記憶されているキーワードとを対応
付けて、各リンク部分のカテゴリを判定する。
　また、前述のニュースサーバ３００と同様に、情報提供サーバにおいて、ウェブページ
に掲載された内容とその内容が分類されるカテゴリがデータベースに格納されている場合
は、データベースに記憶されている該コンテンツのカテゴリを取得して、そのカテゴリを
日記本文中に貼り付けられた各リンク部分のカテゴリとすることもできる。
　判定したカテゴリは、日記処理部１６５により、日記情報記憶手段１３０のリンク情報
データベース１３２に記憶される。
【００９２】
　また、日記処理部１６５は、日記情報にリンク部分が含まれる場合は、このリンク部分
に集計コードとしてＳＮＳサーバ１００のＵＲＬを挿入する。
　以上の動作により日記情報は日記記憶手段１３０に記憶され、ページ作成部１６２は集
計コードの挿入されたリンク部分が埋め込まれた日記ページを作成し、作成した日記ペー
ジをＳＮＳサーバ１００からクライアント端末２００に対して送信する。
【００９３】
［３．閲覧の動作］
　次に、上記のように、ユーザが作成したプロフィールページ５００および日記ページ７
００を別のユーザが閲覧する際の動作について、図２を適宜参照しながら図８に沿って説
明する。
　図８は本発明の実施形態におけるＵＧＣを閲覧する動作を示すフローチャートである。
【００９４】
　この動作は、ユーザが作成したプロフィールページ５００または日記ページ７００に別
のユーザである閲覧者が訪問した場合の動作である。ユーザおよび閲覧者は互いの友人関
係データベース１５０に登録されており、ユーザおよび閲覧者のプロフィールページまた
は日記ページに互いにアクセス可能とされている。なお、ここで説明するクライアント端
末２００は閲覧者が操作するものである。
　閲覧者は、クライアント端末２００の図示しない入力手段を入力操作し、ＳＮＳサーバ
１００にアクセスするために、例えば、ウェブブラウザを起動させてアドレスを入力する
。このアドレスの入力により、クライアント端末２００はＳＮＳサーバ１００に対してＳ
ＮＳページを要求する。このとき、ログイン画面をウィンドウ表示してユーザＩＤおよび
パスワードを入力することでログインする。
【００９５】
　そして、クライアント端末２００は、ステップＳ３１において、ユーザのプロフィール
ページの表示の有無を判断する。閲覧者の入力操作により、ユーザが作成するプロフィー
ルページにアクセスする場合はＹｅｓとなりステップＳ３２へ進む。アクセスしない場合
はＮｏとなりステップＳ４０へ進む。
　ステップＳ３２では、クライアント端末２００はＳＮＳサーバ１００に対してユーザの
プロフィールページを要求する。
【００９６】
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　ＳＮＳサーバ１００は、要求受信部１６１でプロフィールページの要求を受信すると、
ステップＳ３３において、コメント処理部１６４が該ユーザのコメント情報をコメント情
報記憶手段１２０から取得し、取得したコメント情報にリンク部分が含まれる場合はリン
ク部分に集計コードとしてＳＮＳサーバ１００のＵＲＬを挿入する。また、ページ作成部
１６２は、該ユーザのユーザ情報をユーザ情報データベース１１０から取得し、取得した
ユーザ情報とコメント情報に基づいてプロフィールページを作成する。ここでプロフィー
ルページ５００のコメント欄５３０に表示されるコメントは、「メタボリックシンドロー
ムの原因は肥満でなく過食」であり、リンク先はニュースサーバ３００が配信するニュー
スページ６００である。そして、作成されたページは、ページ送信部１６３によりクライ
アント端末２００へ送信される。
　クライアント端末２００は、ステップＳ３４において、プロフィールページを受信して
出力手段により画面表示してステップＳ３５へ進む。
【００９７】
　ステップＳ３５は、プロフィールページ５００のコメント欄５３０に表示されたコメン
ト（リンク部分）の選択の有無を判断する。コメントが選択されるとＹｅｓとなりステッ
プＳ３６へ進む。コメントがクリックされない場合はＮｏとなり待機状態となる。
　ステップＳ３６では、選択したコメントに埋め込まれた集計コード（ＳＮＳサーバ１０
０のＵＲＬ）に基づいてＳＮＳサーバ１００にアクセス要求を送信する。
【００９８】
　ＳＮＳサーバ１００は、ステップＳ３７において、要求受信部１６１がアクセス要求を
受信すると、コメント処理部１６４が該コメントに対するアクセスログをコメントアクセ
スログデータベース１２２に格納してステップＳ３８へ進む。
　ステップＳ３８では、コメント処理部１６４がページ送信部１６３を介してニュースサ
ーバ３００へのリダイレクト処理を行う。
　クライアント端末２００は、ステップＳ３９において、ＳＮＳサーバ１００のリダイレ
クト処理によりニュースサーバ３００から配信されるニュースページを受信し、出力手段
によりニュースページ６００を画面表示する。
　以上の動作により、閲覧者は、ユーザがプロフィールページ５００に挿入したコメント
のリンク先のニュースページ６００を閲覧することができる。
【００９９】
　次に、クライアント端末２００は、ステップＳ４０において、ユーザの日記ページの表
示の有無を判断する。閲覧者の入力操作により、日記ページを表示する場合はＹｅｓとな
りステップＳ４１へ進む。表示しない場合はＮｏとなり待機状態となる。
　ステップＳ４１では、クライアント端末２００はＳＮＳサーバ１００に対して該ユーザ
の日記ページを要求する。
　ＳＮＳサーバ１００は、要求受信部１６１で日記ページの要求を受信すると、ステップ
Ｓ４２において、日記処理部１６５が該ユーザの日記情報を日記情報記憶手段１３０から
取得し、取得した日記情報にリンク部分が含まれる場合はリンク部分に集計コードとして
ＳＮＳサーバ１００のＵＲＬを挿入する。そして、ページ作成部１６２は、この日記情報
に基づいて日記ページを作成する。作成された日記ページは、ページ送信部１６３により
クライアント端末２００へ送信される。
　クライアント端末２００は、ステップＳ４３において、日記ページを受信して出力手段
により日記ページ７００を画面表示してステップＳ４４へ進む。なお、ここで表示される
日記ページ７００には、図６に示すように、１つの日記本文中に複数のリンク部分が存在
している。
【０１００】
　ステップＳ４４では、日記本文中に貼り付けられたリンク部分の選択の有無を判断する
。いずれかのリンク部分が選択された場合はＹｅｓとなりステップＳ４５へ進む。リンク
部分が選択されない場合はＮｏとなる待機状態となる。
　ステップＳ４５では、選択したリンク部分に埋め込まれた集計コード（ＳＮＳサーバ１
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００のＵＲＬ）に基づいてＳＮＳサーバ１００にアクセス要求を送信する。
【０１０１】
　ＳＮＳサーバ１００は、ステップＳ４６において、要求受信部１６１がリンク部分のリ
ンク先のページ要求を受信すると、日記処理部１６５が該リンク部分におけるアクセスロ
グを日記アクセスログデータベース１３３に格納してステップＳ４７へ進む。
　ステップＳ４７では、日記処理部１６５がページ送信部１６３を介して、該リンク部分
のリンク先のページを配信する図示しない情報提供サーバへのリダイレクト処理を行う。
　クライアント端末２００は、ステップＳ４８において、ＳＮＳサーバ１００のリダイレ
クト処理により情報提供サーバから送信されるウェブページを受信し、受信したウェブペ
ージを出力手段により画面表示する。
　以上の動作により、閲覧者は、ユーザが日記本文中に貼ったリンク部分のリンク先のウ
ェブページを閲覧することができる。
【０１０２】
［４．集計処理の動作］
　次に、集計を行う際の動作について、図２を適宜参照しながら図９、図１０および図１
１に沿って説明する。
　図９は本発明の実施形態における集計結果ページを表示する動作を示すフローチャート
である。図１０は本発明の実施形態において出力手段により表示された集計結果ページの
画像を示す第４説明図である。図１１は本発明の実施形態において出力手段により表示さ
れた集計結果ページの画像を示す第５説明図である。
【０１０３】
　この動作は、ユーザが作成したプロフィールページまたは日記ページに貼り付けられた
リンク部分に対するアクセスのアクセスログを集計し、集計結果ページとしてクライアン
ト端末に送信する動作である。
　ユーザは、ＳＮＳへログインした状態で、ステップＳ５１において、例えばプロフィー
ルページ５００に設けられた「お友達の興味」と表示された集計ボタン５５０を入力手段
により選択することでＳＮＳサーバ１００に対して集計結果ページを要求する。
【０１０４】
　ＳＮＳサーバ１００は、ステップＳ５２において、要求受信部１６１が集計結果ページ
の要求を受信すると、アクセスログ収集部１６８は、コメント情報記憶手段１２０のコメ
ントアクセスログデータベース１２２および日記情報記憶手段１３０の日記アクセスログ
データベース１３３からそれぞれ該ユーザに対するアクセスログを抽出してステップＳ５
３へ進む。
　ステップＳ５３では、アクセスログ収集部１６８がプロフィールページのコメントまた
は日記本文中に貼り付けられたリンク部分ごとの閲覧人数、クリック率、男女比等を集計
し、ステップＳ５４へ進む。
　ステップＳ５４では、ページ作成部１６２が集計結果に基づいて集計結果ページを作成
し、ページ送信部１６３により集計結果ページがクライアント端末２００へ送信される。
集計結果の表示方法としては、表、グラフ等が挙げられる。
【０１０５】
　クライアント端末２００は、ステップＳ５５において、受信した集計結果ページを出力
手段により画面表示する。図１０に示すように、集計結果ページにはプロフィールページ
のコメント欄に表示されたコメント（リンク部分）または日記本文中に貼り付けられたリ
ンク部分がコンテンツとして表示され、このコンテンツごとの閲覧人数、クリック率およ
び男女比率が表示される。なお、表示された各コンテンツまたは各カテゴリは選択可能と
されている。
【０１０６】
　次に、クライアント端末２００は、ステップＳ５６において、表示された集計結果ペー
ジの各コンテンツまたは各カテゴリに対する選択の有無を判断する。各コンテンツまたは
各カテゴリが選択された場合はＹｅｓとなりステップＳ５７へ進む。選択されない場合は
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Ｎｏとなり待機状態となる。
　ステップＳ５７では、選択した項目（コンテンツ、カテゴリ）に関するより詳細な集計
結果を表示する詳細ページをＳＮＳサーバ１００に対して要求する。
【０１０７】
　ＳＮＳサーバ１００は、ステップＳ５８において、選択された項目についてのアクセス
ログを、再度コメント情報記憶手段１２０および日記情報記憶手段１３０からそれぞれ抽
出してステップＳ５９へ進む。
　ステップＳ５９では、取得したアクセスログに基づいて、ページ作成部１６２が選択さ
れた項目に対する閲覧者のリストを表示した詳細ページを作成し、ページ送信部１６３が
詳細ページをクライアント端末２００へ送信する。
　クライアント端末２００は、ステップＳ６０において、受信した詳細ページを出力手段
により画面表示する。詳細ページは、図１１に示すように、ステップＳ５６において選択
された項目に対する閲覧者のリストが表示される。これ以外にも、図１２に示すように、
カテゴリごとのアクセス状況をグラフ化して表示してもよい。
【０１０８】
［実施形態の作用効果］
　本実施形態では、以下に示す作用効果を奏することができる。
　ＳＮＳサーバ１００が提供するＳＮＳにおいて、ユーザが作成したプロフィールページ
５００のコメント（リンク部分）、または日記ページ７００の日記本文中に張られたリン
ク部分が、閲覧者によって選択されるたびに、コメント処理部１６４および日記処理部１
６５が各リンク部分に対するアクセスログをコメント情報記憶手段１２０および日記情報
記憶手段１３０にそれぞれ記憶させる。そして、そのアクセスログに基づいて、プロフィ
ールページ５００のコメントまたは日記ページ７００の日記本文中に貼り付けられたリン
ク部分に対するアクセス状況を集計して集計結果ページとしてクライアント端末２００に
送信する。
【０１０９】
　したがって、プロフィールページ５００および日記ページ７００を作成するユーザは、
これらの集計結果から閲覧者の興味や嗜好を把握することができ、プロフィールページ５
００および日記ページ７００を作成する際の指標とすることができる。すなわち、作成者
であるユーザは、他のユーザ（閲覧者）に閲覧してもらえるようなプロフィールページ５
００および日記ページ７００を作成することができるのでモチベーションが向上し、プロ
フィールページ５００および日記ページ７００の更新頻度が高まり、ＳＮＳとして提供さ
れるウェブサイトの活性化を図ることができる。
【０１１０】
　また、本実施形態では、友人関係データベース１５０に登録されているユーザに限って
ＵＧＣを公開しているので、アクセスした閲覧者の属性や趣味などに応じて集計すること
ができ、より詳細な集計結果を得ることができる。
　したがって、ＵＧＣの作成者であるユーザは、友人の嗜好を調査することができ、ＵＧ
Ｃ作成の指標とすることができる。
【０１１１】
　さらに、本実施形態では、プロフィールページ５００のコメントおよび日記ページ７０
０の日記本文中に貼り付けられたリンク部分を、そのリンク先のコンテンツに応じてそれ
ぞれカテゴリ分類して登録することとした。
　したがって、アクセスログ収集部１６８はカテゴリごとに集計することができるので、
アクセス状況を把握しやすい集計結果を得ることができる。また、カテゴリで分類されて
いることにより容易にグラフ化することができ、さらに把握しやすい集計結果を得ること
ができる。
【０１１２】
　本実施形態では、ニュースサーバ３００から配信されるニュースページ６００に設けら
れた追加ボタン６１０をクリックすると、リダイレクト処理によってＳＮＳサーバ１００
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が提供するプロフィールページ５００のコメント欄５３０にそのコメントが反映される。
　したがって、作成者は、簡単にリンクの貼られたコメントをプロフィールページ５００
に挿入または更新することができる。また、ニュースページ６００の閲覧中でも簡単にコ
メントを挿入または更新することができるので、利便性が高い。
【０１１３】
［変形例］
　なお、本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成で
きる範囲で、例えば、以下に示される変形をも含むものである。
【０１１４】
　上述の実施形態では、ＵＧＣ管理システムとして、ソーシャルネットワーキングサービ
ス（ＳＮＳ）を提供するＳＮＳシステムを例示したが、ＵＧＣを提供するサービスであれ
ばこれに限られない。例えば、図１に示したブログサーバ４００が提供するブログサービ
スなどにも適用することができる。すなわち、ユーザはクライアント端末においてＵＧＣ
であるブログを作成し、ブログサーバ４００は、ブログ内に貼り付けられたリンク部分に
対するアクセスをアクセスログとして記憶し、前述と同様に集計結果ページとしてクライ
アント端末に送信することができる。したがって、ユーザはブログに対するアクセス状況
を把握することができるので、ブログ作成時の指標とすることができる。
【０１１５】
　また、上述の実施形態では、コメント欄５３０に表示されるコメント全体をリンクさせ
たが、コメントの一部のみがリンクされたものであってもよい。
【０１１６】
　さらに、コメント情報記憶手段１２０および日記情報記憶手段１３０は、複数のデータ
ベースで構成したが、データベースの構成は前述したものに限られない。コメント情報記
憶手段１２０は、１つのコメントに対して複数のアクセスログが記憶できればよいので、
１つのデータベースで構成してもよい。また、日記情報記憶手段１３０は１つの日記に対
して複数のリンク情報およびリンク情報に対する複数のアクセスログが記憶できればよい
ので１つのデータベースで構成してもよい。
【０１１７】
　そして、上記実施形態では、ページ作成部１６２がページを作成する前に、コメント処
理部１６４または日記処理部１６５がリンク部分に集計コードを挿入しているが、集計コ
ードを挿入するタイミングはこれに限られない。例えば、コメント情報をコメント情報記
憶手段１２０に記憶させる際に、リンク情報に集計コードを挿入した状態で記憶させるこ
ととしてもよい。日記情報についても同様である。
【０１１８】
　また、リンク情報にリンク先のウェブページのタイトル情報を含まれている場合は、タ
イトル情報ごとに集計をしてもよい。これにより、アクセスの傾向を把握しやすい集計結
果を得ることができる。
【産業上の利用可能性】
【０１１９】
　本発明は、ネットワークを介して接続されたクライアント端末にＵＧＣ（Ｕｓｅｒ－Ｇ
ｅｎｅｒａｔｅｄ　Ｃｏｎｔｅｎｔ）サービスを提供するＵＧＣ管理装置およびＵＧＣ管
理システムとして利用できる。
【図面の簡単な説明】
【０１２０】
【図１】本発明の実施形態にかかるＳＮＳサーバを含むＳＮＳ管理システムの構成の概略
を示す図。
【図２】本発明の実施形態にかかるＳＮＳサーバを含むＳＮＳ管理システムの構成の詳細
を示すブロック図。
【図３】前記実施形態において出力手段により表示されたプロフィールページの画像を示
す第１説明図。
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【図４】前記実施形態にかかるＳＮＳ管理システムにおいてプロフィールページにコメン
トを挿入する動作を示すフローチャート。
【図５】前記実施形態において出力手段により表示されたニュースページの画像を示す第
２説明図。
【図６】前記実施形態において出力手段により表示された日記ページの画像を示す第３説
明図。
【図７】前記実施形態にかかるＳＮＳ管理システムにおいて日記を作成する動作を示すフ
ローチャート。
【図８】前記実施形態におけるＵＧＣを閲覧する動作を示すフローチャート。
【図９】前記実施形態における集計ページを表示する動作を示すフローチャート。
【図１０】前記実施形態において出力手段により表示された集計結果ページの画像を示す
第４説明図。
【図１１】前記実施形態において出力手段により表示された集計結果ページの画像を示す
第５説明図。
【図１２】前記実施形態において出力手段により表示された集計結果ページの画像を示す
第６説明図。
【符号の説明】
【０１２１】
　１０　　　ＳＮＳ管理システム
　２０　　　インターネット
１００　　　ＳＮＳサーバ
１１０　　　ユーザ情報データベース
１２０　　　コメント情報記憶手段
１３０　　　日記情報記憶手段
１４０　　　カテゴリ分類データベース
１５０　　　友人関係データベース
１６４　　　コメント処理部
１６５　　　日記処理部
１６６　　　カテゴリ判定部
１６８　　　アクセスログ収集部
２００　　　クライアント端末
３００　　　ニュースサーバ
３５４　　　ＵＧＣ挿入検知部
３５５　　　リダイレクト処理部



(25) JP 4834042 B2 2011.12.7

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(26) JP 4834042 B2 2011.12.7

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(27) JP 4834042 B2 2011.12.7

【図９】 【図１０】

【図１１】

【図１２】



(28) JP 4834042 B2 2011.12.7

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００５－１８９９４２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－２４４９６１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－１１７２０６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－３３８０８６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－０９１８５２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－０４４２４８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－１２３５１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              水野  貴明，ブログ徹底活用ブック，株式会社毎日コミュニケーションズ，２００５年　９月２
              ４日，第10巻, 第9号，第92-96頁

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｑ　　１０／００－５０／００　　　　
              Ｇ０６Ｆ　　１３／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

